
ジオパーク馬車プロジェクトが始動 伊豆大島

観
光
で
元
気
を
取
り
戻
せ

専門ガイドが案内します火
山
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

椿
の
島
の
復
興
の
後
押
し
を

ご
あ
い
さ
つ
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昨
年

月
に
台
風
で
被
災
し
た
伊
豆
大
島
（
東
京

都
大
島
町
）
が
、
１
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
「
椿
ま
つ

り
」
を
契
機
に
、
観
光
で
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
「
馬
車
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
伊
豆
大
島
は
地
球
の
仕
組

み
や
、
噴
火
の
中
で
生
き
抜

く
動
植
物
の
姿
を
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
楽
し
め
る
大
地
の

公
園
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　「
地
球
が
活
動
し
て
い
る
」

こ
と
を
体
感
で
き
る
景
色
に

息
を
の
み
、
生
き
物
た
ち
の

生
命
の
輝
き
に
見
と
れ
、
自

然
と
と
も
に
暮
ら
す
住
民
の

話
に
心
奪
わ
れ
る
―
そ
ん
な

体
験
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
検
討
を
重
ね
て

き
た
「
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー

ク
馬
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

始
動
。足
腰
の
悪
い
方
で
も
、

観
光
馬
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら

雄
大
な
三
原
山
の
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準

備
中
で
す
。運
用
開
始
後
は
、

伊
豆
大
島
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
が
皆
様
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
　
ガ
イ
ド

　
西
谷
香
奈
さ
ん

伊
豆
大
島
の
郷
土
料
理
「
べ
っ
こ
う
」
。
唐
辛

子
醤
油
に
つ
け
た
魚
の
切
り
身
が
つ
や
や
か
な

べ
っ
甲
色
を
し
て
い
る

温
泉
露
天
風
呂
「
浜
の
湯
」
。
元
町
港
か
ら
徒

歩
４
分

島
で
一
番
に
ぎ
わ
う
遊
泳
場
「
弘
法
浜
」
。
無

料
プ
ー
ル
（
７
月
下
旬
か
ら
）
な
ど
施
設
も
整

っ
て
い
る

　
伊
豆
大
島
で
は
１
９
８
６

年

月
の
三
原
山
噴
火
で
全

島
約
１
万
人
の
住
民
が
島
外

に
約
１
カ
月
間
避
難
し
た
。

当
然
観
光
業
も
打
撃
を
受
け

た
。
ま
た
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
２
年
の
毎
年
の
来
島

者
数
は
約

～

万
人
で
、

１
９
８
７
年
の
水
準
と
比
較

し
て
も
約
半
分
と
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
昨
年

月
に
は

台
風

号
に
よ
る
土
石
流
被

害
が
発
生
し
た
。

　
標
高
７
５
８
㍍
の
三
原
山

は
、
古
来
よ
り
時
と
し
て
自

然
の
猛
威
を
ふ
る
っ
て
き
た

が
、
そ
の
結
果
と
し
て
長
い

年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て

き
た
独
自
の
自
然
景
観
は
、

同
時
に
島
の
貴
重
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で

は
火
口
を
周
遊
す
る
遊
歩
道

も
整
備
さ
れ
、
ま
た
伊
豆
大

島
火
山
博
物
館
は
、
世
界
で

も
数
少
な
い
火
山
専
門
の
博

物
館
と
し
て
世
界
中
の
火
山

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
玄
武
岩
質
マ
グ
マ
の
噴
出

で
で
き
た
成
層
火
山
で
あ
る

伊
豆
大
島
は
、
地
質
的
自
然

景
観
の
宝
庫
。
２
０
１
０
年

に
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
受
け
た
。
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
れ

ば
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
「
ジ

オ
（
地
球
）
に
親
し
み
、
ジ

オ
を
学
ぶ
旅
、
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
楽
し
む
場
所
」
の
こ

と
。
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
伊

豆
大
島
の
潜
在
力
は
計
り
知

れ
な
い
。

　
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
新

し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ

た
。
三
原
山
噴
火
以
前
は
島

内
の
観
光
産
業
の
中
心
を
担

っ
て
い
た
「
観
光
乗
馬
」
を

「
観
光
馬
車
」
と
し
て
復
活

さ
せ
る
こ
と
を
決
定
。
ジ
オ

パ
ー
ク
を
案
内
す
る
専
属
ガ

イ
ド
（
ジ
オ
ガ
イ
ド
）
も
養

成
し
、
運
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
開
始
し
た
。

　
三
原
山
内
輪
山
は
自
然
公

園
法
の
特
別
保
護
区
域
で
、
原
動
機
付
き
車
両
の
通
行
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
三
原
山

観
光
は
こ
れ
ま
で
徒
歩
が
中

心
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
観
光

馬
車
の
運
行
開
始
に
よ
り
、

高
齢
者
や
交
通
弱
者
で
も
雄

大
な
自
然
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を

気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な

る
。
同
島
で
は
、
こ
の
〝
大

自
然
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
〟

の
完
成
と
合
わ
せ
て
、
島
内

観
光
事
業
者
に
対
す
る
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
講
習
も
実
施
。

質
の
高
い
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
を
図
り
、
観
光
業
活
性

化
で
島
内
の
雇
用
促
進
に
も

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

「観光乗馬」を「観光馬車」として復活させた

地
層
切
断
面
。
通
称
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

海
か
ら
突
き
出
て
い
る
の
が
高
さ

㍍
の
岩

石
、
筆
島

山
頂
口
展
望
台
か
ら
見
る
カ
ル
デ
ラ
床
と
三
原
山

　
２
０
１
０
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
受
け
た
伊
豆
大
島
は
、
伊
豆
諸
島

最
大
の
火
山
島
＝
写
真
は
ロ
ゴ
。
中
央

部
に
カ
ル
デ
ラ
と
中
央
火
口
丘
「
三
原

山
」
が
あ
り
、
現
在
も
活
動
中
の
玄
武

岩
質
腹
式
成
層
火
山
だ
。
　
　

　
短
期
間
の
噴
火
活
動
時
以
外
は
有
毒

ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
も
な
く
、
普
段

は
極
め
て
安
全
。
首
都
圏
、
伊
豆
半
島

か
ら
の
距
離
も
近
く
、
何
よ
り
大
自
然

の
景
観
が
す
ば
ら
し
い
。
伊
豆
大
島
は

火
山
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
絶
好
の
場

と
言
え
る
。

　
現
在
、

地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
っ
て
認
定

さ
れ
て
い
る
。

　
（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）

　
昨
年

月
の
伊
豆
大
島
の
台
風

号
の
被

災
に
対
し
ま
し
て
は
、
全
国
よ
り
多
く
の
方

々
の
お
見
舞
い
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

事
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
被
災
よ
り
立
ち
上
が
る
た
め
、
ま
た
地
域

再
建
と
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
復
興
に
進
む

た
め
、
今
回
は
特
に
タ
イ
ト
ル
を
「
観
光
復

興
ス
タ
ー
ト
・
第

回
大
島
椿
ま
つ
り
」
と

し
て
こ
の
催
し
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
誠
に
勝
手
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方

々
に
ご
来
島
を
賜
り
、
住
民
と
の
観
光
交
流

を
通
し
て
皆
さ
ま
の
力
で
椿
の
島
の
復
興
の

後
押
し
を
し
て
頂
き
た
く
、
ご
来
島
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。


